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よ
る
人
員
削
減
の
後
遺
症
は
深
刻
。
職
場
実

よ
る
人
員
削
減
の
後
遺
症
は
深
刻
。
職
場
実

態
に
見
合
う
人
員
採
用
を
要
求
す
る
」（
寝

態
に
見
合
う
人
員
採
用
を
要
求
す
る
」（
寝

屋
川
）
な
ど
、
ね
ば
り
強
い
取
り
組
み
の
報

屋
川
）
な
ど
、
ね
ば
り
強
い
取
り
組
み
の
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
堺
市
職
労
か
ら
も
「
超

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
堺
市
職
労
か
ら
も
「
超

勤
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
適
正
人
員
を
求
め

勤
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
適
正
人
員
を
求
め

る
」、
府
職
労
か
ら
は
「
残
業
実
態
調
査
と

る
」、
府
職
労
か
ら
は
「
残
業
実
態
調
査
と

要
求
闘
争
を
結
合
し
、
維
新
府
政
で
も
人
員

要
求
闘
争
を
結
合
し
、
維
新
府
政
で
も
人
員

削
減
に
歯
止
め
を
か
け
た
。
さ
ら
に
住
民
の

削
減
に
歯
止
め
を
か
け
た
。
さ
ら
に
住
民
の

声
を
背
景
に
し
た
要
求
交
渉
へ
発
展
さ
せ
た

声
を
背
景
に
し
た
要
求
交
渉
へ
発
展
さ
せ
た

い
」
と
の
展
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

い
」
と
の
展
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
的
な
賃
下
げ
や

一
方
的
な
賃
下
げ
や

制
度
改
悪
は
許
さ
な
い

制
度
改
悪
は
許
さ
な
い

　

「
９
年
連
続
賃
金
カ
ッ
ト
や
め
さ
せ
生
活

改
善
で
き
る
秋
季
年
末
闘
争
に
」（
市
労

組
）、「
病
院
の
一
方
的
な
賃
下
げ
。
地
域
の

労
組
の
支
援
も
得
て
た
た
か
っ
て
い
く
」

（
泉
佐
野
）、「
主
任
制
廃
止
反
対
の
一
致
点

で
組
合
の
枠
を
超
え
て
共
同
署
名
を
集
め

た
。
新
た
な
制
度
に
つ
い
て
協
議
を
す
す
め

る
」（
寝
屋
川
）
と
の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

雇
い
止
め
は
許
さ
な
い

雇
い
止
め
は
許
さ
な
い

非
正
規
職
員
の
均
等
待
遇
を

非
正
規
職
員
の
均
等
待
遇
を

　

「
臨
職
の
有
給
忌
引
休
暇
復
活
を
勝
ち
と

る
」（
富
田
林
）、「
民
間
委
託
化
の
際
に
不

採
用
に
な
っ
た
指
導
員
の
早
期
復
職
め
ざ

し
、
た
た
か
う
」（
堺
学
童
）、「
有
給
取
得

許
可
。
控
訴
審
で
全
面
勝
訴
し
、
集
会
の
自

由
は
表
現
の
自
由
と
認
め
ら
れ
た
」（
松

原
）
と
の
う
れ
し
い
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
「
壊
憲
」
Ｎ
Ｏ

安
倍
政
権
の
「
壊
憲
」
Ｎ
Ｏ

民
主
的
自
治
体
建
設
に
全
力

民
主
的
自
治
体
建
設
に
全
力

　

「
維
新
市
政
を
転
換
で
き
た
の
は
堺
で
反

維
新
の
共
同
が
あ
っ
た
か
ら
」（
吹
田
）な
ど
、

各
単
組
か
ら
堺
市
長
選
勝
利
に
向
け
奮
闘
す

る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
11

月
の
市
長
選
挙
で
は
維
新
政
治
を
持
ち
こ
ま

せ
な
い
。
市
民
目
線
の
市
政
継
続
に
奮
闘
す

る
」（
岸
和
田
）
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
名
護
新
基
地
建
設
反
対
で
見
た

『
米
軍
基
地
の
島
・
沖
縄
』
の
実
情
を
伝
え

て
い
き
た
い
」（
岸
和
田
）、
府
職
労
か
ら
は

「
自
治
体
労
働
者
は
憲
法
の
実
践
者
。
職
場

で
憲
法
を
語
ろ
う
と
、
組
合
役
員
が
憲
法
を

学
習
し
た
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
の
た
め
に

住
民
の
た
め
に
、、自
分
の
た
め
に

自
分
の
た
め
に

働
き
が
い
あ
る
職
場
づ
く
り
を

働
き
が
い
あ
る
職
場
づ
く
り
を

　

「
人
事
評
価
制
度
の
賃
金
リ
ン
ク
の
撤
廃

を
」（
門
真
）、「
８
時
間
働
け
ば
く
ら
せ
る

社
会
の
実
現
こ
そ
、
労
働
条
件
の
向
上
に
つ

な
が
る
」（
府
職
労
）、「
学
童
保
育
指
導
員

の
勤
務
体
制
を
変
更
さ
せ
た
」（
茨
木
）、

「
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト
で
長
時
間
労
働
や
サ

ー
ビ
ス
残
業
の
実
態
を
把
握
し
た
」（
市
労

組
）
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。「
メ
ン
タ
ル

対
策
で
職
場
復
帰
へ
の
統
一
要
求
案
づ
く
り

を
」（
羽
曳
野
）
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
評
か
ら
は
現
業
要
請
署
名
へ
の
協
力
の

訴
え
や
、「
給
与
制
度
改
善
の
取
り
組
み
」

（
枚
方
）、
吹
田
水
労
か
ら
は
「
地
域
経
済

の
た
め
に
も
公
契
約
が
必
要
」
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。「『
職
場
の
保
健
室
』
と
し
て

の
書
記
局
で
あ
る
た
め
に
も
、
書
記
部
会
と

し
て
書
記
研
修
の
実
施
を
」（
東
大
阪
）
と

要
望
し
ま
し
た
。

「「
人
手
不
足
で
職
場
は
限
界
」

人
手
不
足
で
職
場
は
限
界
」

人
員
要
求
を
継
続
的
に

人
員
要
求
を
継
続
的
に

　

「
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
職
場
も
あ

　

「
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
職
場
も
あ

り
、
年
度
途
中
と
来
年
４
月
採
用
を
実
施
さ

り
、
年
度
途
中
と
来
年
４
月
採
用
を
実
施
さ

せ
た
」（
門
真
）、「
保
育
士
不
足
に
つ
い
て

せ
た
」（
門
真
）、「
保
育
士
不
足
に
つ
い
て

住
民
団
体
と
運
動
を
す
す
め
、
当
局
か
ら

住
民
団
体
と
運
動
を
す
す
め
、
当
局
か
ら

『
欠
員
は
な
く
さ
ね
ば
』
の
回
答
を
引
き
出

『
欠
員
は
な
く
さ
ね
ば
』
の
回
答
を
引
き
出

す
」（
富
田
林
）、「
育
児
休
業
に
は
正
規
職

す
」（
富
田
林
）、「
育
児
休
業
に
は
正
規
職

員
の
配
置
を
」（
婦
人
部
）、「
ア
ン
ケ
ー
ト

員
の
配
置
を
」（
婦
人
部
）、「
ア
ン
ケ
ー
ト

や
職
討
で
も
深
刻
な
訴
え
。
人
員
増
を
含
め

や
職
討
で
も
深
刻
な
訴
え
。
人
員
増
を
含
め

た
体
制
確
保
を
」（
岸
和
田
）、「
前
市
政
に

た
体
制
確
保
を
」（
岸
和
田
）、「
前
市
政
に

住
民
共
同
を
す
す
め

住
民
共
同
を
す
す
め

く
ら
し
守
る
自
治
体
を

く
ら
し
守
る
自
治
体
を

　

「
２
０
０
人
、
３
０
０
人
規
模
の
こ
ど
も

園
で
人
手
不
足
。
保
護
者
・
市
民
と
共
に
市

に
要
望
書
を
提
出
」（
泉
大
津
）、「
民
間
委

託
の
計
画
が
あ
る
が
、
公
立
の
役
割
を
考
え

て
民
営
化
反
対
の
運
動
を
始
め
た
」（
高

槻
）、「
保
護
者
と
連
携
し
て
民
間
委
託
ス
ト

ッ
プ
を
」（
和
泉
）、「
こ
ど
も
園
移
行
で
現

場
は
混
乱
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良

い
保
育
を
し
た
い
」（
東
大
阪
）
な
ど
の
発

言
が
あ
り
、
八
尾
市
職
労
か
ら
は
「
自
衛
隊

駐
屯
地
の
横
に
こ
ど
も
園
建
設
計
画
が
。
市

民
と
と
も
に
署
名
・
宣
伝
行
動
を
続
け
る
」

と
の
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
学
校
給
食
の
民
間
委
託
を
当
局

が
再
度
提
案
。
市
民
に
も
署
名
協
力
を
呼
び

か
け
て
自
校
直
営
を
堅
持
さ
せ
た
」（
貝

塚
）
と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
と
の
共
同
で
は
、「
産
廃
焼
却
炉
建
設

反
対
署
名
を
集
め
計
画
は
取
り
下
げ
、
産
廃

処
理
施
設
設
置
に
は
住
民
の
同
意
が
必
要
と

の
条
例
も
制
定
で
き
た
」（
高
槻
）、ま
た
、「
市

長
が
市
民
団
体
の
ま
つ
り
に
公
園
使
用
を
不

が
困
難
な
職
場
の
状
況
を
財
団
へ
粘
り
強
く

訴
え
て
い
る
」（
か
が
や
く
労
組
）、「
均
等

待
遇
求
め
組
合
に
結
集
。
賃
金
ア
ッ
プ
な
ど

を
勝
ち
と
っ
て
い
る
」（
公
務
公
共
）、「
臨

時
職
員
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
休
暇
を
獲
得
」

（
大
東
）
な
ど
の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
「
経
験
加
算
が
25
年
か
ら
５
年

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
現
給
保
障
に
む
け
て

が
ん
ば
る
。
雇
い
止
め
裁
判
は
、
高
裁
で
不

当
判
決
。
最
高
裁
へ
上
告
受
理
の
申
立
て

を
」（
吹
田
関
連
）、
守
口
市
職
労
か
ら
国
保

徴
収
員
雇
い
止
め
撤
回
裁
判
へ
の
支
援
感
謝

と
と
も
に
「
維
新
市
政
が
延
長
保
育
士
の
雇

止
め
を
表
明
。
学
童
保
育
民
間
委
託
も
含

め
、
撤
回
に
全
力
で
た
た
か
う
」
と
の
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
公
法
・
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
も

と
で
「
国
会
答
弁
や
付
帯
決
議
の
積
極
面
を

も
と
に
、
統
一
指
標
、
統
一
闘
争
づ
く
り

を
」（
羽
曳
野
）、「
仕
事
の
中
身
同
じ
な

ら
、
権
利
も
お
金
も
み
な
同
じ
、
の
ス
ロ
ー

維
新
型
政
治
の
権
利
侵
害
に
は

維
新
型
政
治
の
権
利
侵
害
に
は

憲
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
た
た
か
う

憲
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
た
た
か
う

　

２
日
間
で
48
人
が
発
言
し
ま
し
た
。
冒
頭

に
市
労
組
か
ら
「
組
合
事
務
所
裁
判
は
上
告

不
受
理
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
屈
せ
ず
、
上

位
下
達
を
強
要
す
る
条
例
廃
止
へ
た
た
か
い

続
け
る
」。
枚
方
市
職
労
か
ら
「
組
合
事
務

所
の
使
用
許
可
に
条
件
を
つ
け
、
日
刊
ニ
ュ

ー
ス
の
内
容
に
介
入
す
る
な
ど
憲
法
・
労
働

法
違
反
の
不
当
労
働
行
為
を
継
続
し
て
い

る
。
大
阪
全
体
で
闘
争
方
針
提
起
を
」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
佐
野
市
職
労
か
ら

「
６
年
間
の
市
長
に
よ
る
不
当
労
働
行
為
と

の
た
た
か
い
は
全
面
勝
利
和
解
に
。
労
使
関

係
の
正
常
化
や
組
織
拡
大
強
化
と
あ
わ
せ
、

泉
佐
野
市
に
民
主
主
義
を
と
り
も
ど
す
」
と

の
発
言
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き

お
こ
り
ま
し
た
。

職
場
職
場･･

地
域
か
ら

地
域
か
ら

一
歩
も
引
か
な
い
た
た
か
い
を

一
歩
も
引
か
な
い
た
た
か
い
を

ガ
ン
を
改
め
て
訴
え
た
い
」（
関
連
評
）
な

ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

仲
間
を
増
や
し
て

仲
間
を
増
や
し
て

強
く
大
き
な
大
阪
自
治
労
連
に

強
く
大
き
な
大
阪
自
治
労
連
に

　

「
仲
間
づ
く
り
委
員
会
が
独
自
の
資
料
を

つ
く
り
説
明
会
を
開
催
。
青
年
２
人
が
加

入
」（
豊
中
）、「
知
恵
を
出
し
合
い
、
斬
新

な
呼
び
か
け
の
『
お
手
紙
』
作
り
を
す
す
め

て
い
る
」（
堺
市
病
院
労
組
）、「
新
歓
行
事

に
青
年
層
が
力
を
発
揮
し
、
職
場
で
仲
間
を

増
や
す
」（
吹
田
）、「
自
治
労
連
共
済
を
武

器
に
、
病
院
職
場
で
新
規
加
入
が
」（
東
大

阪
）、「
労
安
活
動
の
交
流
会
議
や
青
年
対
象

の
つ
ど
い
や
学
習
会
で
共
感
が
広
が
り
、
組

合
加
入
に
」（
府
職
労
）、「
意
識
的
に
青
年

層
を
交
渉
や
取
り
組
み
に
参
加
さ
せ
、
次
世

代
育
成
を
図
る
」（
公
企
評
）
と
の
報
告

が
。
高
石
か
ら
は
「
残
業
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に

組
合
加
入
」
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
青

年
部
か
ら
は
「
本
部
役
員
を
募
集
し
て
い

る
。
ま
ず
、
単
組
代
表
者
会
議
に
参
加
を
」

と
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
執
行
委
員
長　

荒
田
功
（
東
大
阪
市
職

労
）
▼
副
執
行
委
員
長　

小
山
光
治
（
大
阪

府
職
労
）
／
竹
中
道
子
（
大
阪
府
職
労
）
／

田
所
賢
治（
大
阪
市
労
組
）
／
丹
野　

優（
堺

市
職
労
）
／
中
島
早
登
司（
寝
屋
川
市
職
労
）

▼
書
記
長　

小
山
国
治
（
大
阪
府
職
労
）
▼

書
記
次
長　

丹
羽
野
和
夫
（
吹
田
市
職
労
）
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連合会／JMITU大阪地本／生協労連大阪府連／福祉保育労大阪地方本部／年金者組合大阪府本部／金融労連近畿地協／民放労連近畿地連／全港湾阪神支部／全港湾築港支部／関西共同印刷
労働組合／大阪労連共済／民主法律協会／日本国民救援会大阪府本部／憲法改悪阻止大阪府各界連絡会／大阪市をよくする会／日本共産党大阪市会議員団／日本中国友好協会大阪府連合会／

大会に寄せられた
メッセージ・祝電
（順不同・敬称略）

日本コリア協会・大阪／大阪平和委員会／全大阪消費者団体連絡会／関西勤労者教育協会／大阪府保険医協会／大阪府歯科保険医協会／関西中小工業協議会／大阪から公害をなくす会／大阪のうたごえ協議会／大阪民主医療機関
連合会／大阪文化団体連合会／民主主義と人権を守る府民連合／大阪商工団体連合会／全大阪生活と健康を守る会連合会／非核の政府を求める大阪の会／安保破棄・諸要求貫徹大阪実行委員会／原発ゼロの会・大阪／日本科学者
会議大阪支部／㈱関西共同印刷所／㈱かんきょうMOVE／日本機関紙協会大阪府本部／大阪アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会／新日本婦人の会大阪府本部／自由法曹団大阪支部／北大阪総合法律事務所　中西　基
・谷　真介／大阪府市町村職員共済組合／大阪府市町村職員年金者連盟／堺市長　竹山修身／吹田市長　後藤圭二／茨木市長　福岡洋一／藤井寺市長　國下和男／羽曳野市長　北川嗣雄／交野市長　黒田　実／富田林市長　多田
利喜／大阪狭山市長　古川照人／八尾市長　田中誠太／岸和田市長　信貴芳則／泉大津市長　南出賢一／和泉市長　辻ひろみち／貝塚市長　藤原龍男／泉佐野市長　千代松大耕／寝屋川市長　北川法夫／枚方市長　伏見　隆／能
勢町長　上森一成／島本町長　山田紘平／豊能町長　池田勇夫／河南町長　武田勝玄／熊取町長　藤原敏司／大阪府市長会会長　阪口伸六／大阪府町村長会会長　松本昌親／大阪市市民局ダイバシティ推進室長　平澤宏子

大
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員

日本自治体労働組合総連合書記長　中川悟さん
／全大阪労働組合総連合議長　川辺和宏さん／
大阪自治労連弁護団・団長　豊川義明さん／大
阪自治体問題研究所　中山徹さん／日本共産党
衆議院議員　清水忠史さん／近畿労働金庫大阪
地区統括部長　西田宜弘さん／近畿労働金庫梅
田支店支店長　平井信行さん／道修商事株式会
社代表取締役　赤﨑辰也さん／大阪のうたごえ
協議会会長　岡邑洋介さん／オレンジ・システ
ム　石元寿一さん／大阪自治労連顧問　徳畑勇
さん、町田豊治さん

ご来賓紹介（順不同）

　荒田委員長は、北朝鮮の軍事的挑発に対して厳しく抗議するとともに、
平和憲法を持つ日本政府が平和的解決のために役割を果たすことを強調し
ました。さらに、安倍首相を中心とする改憲勢力とのたたかいを草の根か
ら広がっている共同の力で打ち破ろうと呼びかけました。
　また、住民要求実現に向け自治体・公務公共サービスで働くすべての労
働者の権利向上と働きがいある職場をつくるために各単組や組合員が、一
歩も引かぬたたかいに奮闘してきた様々な取り組みを振り返り、次のたた
かいへ生かし、新しい情勢の下で原則的で柔軟性を持った運動をすすめて
いこうと呼びかけました。


